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i比 1ヨ山分子の舶州欺 シフ ト(実験) シフ ト(計拝)71也t牧瀬 水配位 Kl○ lil■ー 1ilFt Ktn
.I 3057cm-1 10 12.0. ≦.1 ≦1 ≦1 ≦1
1582 12-3 ll.0 64.33 .5 6
1483 3.6 8 1 9
121 0 5 9 i7 2 4
1068 0.6 58 112 9
03 3 1 0 0_ 1
992 14. 10.0 12也12 12604. g 2 3 1 3
e 1574.5 1.5. 95 0 22 15
1437 4.5 2 180 6
227 40 10 51 7
1146 4.5 ･716ll ll

















図 6 基底状JR (8)お よび助超状凪 (b)の
アニ リンの名ポン ドの結合次敷
リ.メタの位置の力走数の増加が起こっているのでは
ないだろうか.この様なことを含めて吸着ピリジンの
電子状JLiには誠諭の余地がありそうである.
なおまた,電極系の実験では必然的に分子の周囲に水分子が存在するので,シフ トの原因が電極の
銀への吸着によるものなのか水分子の配位によるものなのかあいまい性が残る.Udagawa2)らのUH
Vの実験を吸着ピリジンのすべてのモー ドについておこなうことが期待される.
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